
令和 7年度 第 1回陸前高田市立小中学校の在り方検討委員会

会議概要

1 日時

令和 8年 2月 27日（金）午後 6時～午後 8時

2 場所

陸前高田市コミュニティホール 中会議室

3 出席者

委員

別紙（名簿）のとおり

事務局

教育長、学校教育課長、学校教育課職員

4 内容

（1）開会
（2）教育長あいさつ

少子化の進行により児童生徒数が減少しており、令和 8年度には新入生がいない学
校も生じる見込みであることから、将来にわたる望ましい教育環境の実現に向け、小中

学校の在り方についてご審議いただきたい旨のあいさつを行った。

（3）委員紹介
（4）陸前高田市立小中学校の在り方検討委員会設置要綱について

事務局から説明を行った。

（5）委員長及び副委員長の互選
・委員長 菊池満夫委員

・副委員長 石川宏委員

（6）説明
事務局から次の事項について説明を行った。

・諮問事項について

・陸前高田市立小中学校の現状について



5 主な質疑・意見

○ 学校現場の意見の把握について

・石川委員 学校現場で働く教職員の意見も反映した方がよいとの意見があった。

・事務局 今後、教職員の意見も把握できるよう検討する旨を説明した。

○ 他自治体の状況について

・阿部委員 他自治体の学校再編等の状況についても資料を示してほしいとの意見

があった。

・事務局 次回以降の会議で資料を準備する旨を説明した。

○ 委員の任期について

・菊池委員 次年度の委員体制について質問があった。

・事務局 引き続き委員をお願いしたい考えであることを説明した。

○ 今後の委員会開催について

・上部委員 第 2回委員会の開催時期について質問があった。
・事務局 6月頃の開催を予定していること、年間 4～5回程度の開催を想定してい
ることを説明した。

○ 開催時間について

・伊藤（清）委員 今後の開催時間について質問があった。

・事務局 複式学級の視察等を行う場合は日中開催となる可能性があることを説明

した。

6 教育長あいさつ

地域の持続可能なまちづくりを支える人材育成は教育委員会の重要な役割であり、

地域における学校の役割も含め、将来を見据えた議論をお願いしたい旨のあいさつを

行った。

7 閉会


